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▣ 제43집(2015.3.20. 발행)
현대일본어의 願望文에 있어서의 「が」「を」格交替 現象  김희성
日本漫画作品の韓国語対訳本に見られる役割語翻訳の実態  田村友里絵
韓日両言語における否定命令形式の対照研究 朴江訓

일본어 감정표현의 발화유형 사용양상  송연희
20世紀前半の日本語学におけるソシュールの受容

  -橋本進吉と時枝誠記の言語思想について-  落合由治
日本語母語話者教師における漢字字形の訂正

  -韓国で教えている教師と日本で教えている教師の比較-  石井奈保美·李廷玉
경주지역 일본어 관광안내자료에 나타난 고유명사의 한자어 오류 분석  이영옥
예능 프로그램 자막에 관한 한일 대조언어학적 연구  이충규
남자 대학생의 화제도입전략에 관한 한일대조연구  정영미
ティームティーチングにおける非母語話者教師の要件

  -韓国四年制大学の教養日本語授業を対象として-  本多美保

▣ 제44집(2015.6.20. 발행)
「てもらう」文の用法決定に関わる要因  金殷模
弓場重栄の三つの学習書にみられる日本語について

  -『簡易捷径日語独学』の日本語を中心に-  齊藤明美
日本語学習者の推量·確認要求表現の使用条件 李吉鎔

敬語の成人後採用と追跡調査データ  井上史雄
「N1ナN2」連体表現について  李明玉
젊은 층 대화에 나타나는 「なんか」의 사용양상
  -여대생 친구 간 대화를 중심으로-  이은미
正倉院萬葉假名文書(乙)에 관한 一考  이지수
日本語の乳幼児期にみる美化語  鄭貞美
負担度が軽い「謝罪談話」における韓日対照研究

  -韓日男女大学生を対象として-  鄭賢児
授受動詞を用いた命令文とポライトネス  崔善喜·姜錫祐
日本語複合動詞のコロケーション

  -大規模コーパスの調査結果を通して-  何志明

▣ 제45집(2015.9.20. 발행)
한국인학습자의 일본어 음성 습득 연구의 과제
  -한국형 일본어 음성교육 실러버스와 커리큘럼 개발을 위하여-  민광준
コンフリクト時に使用される日韓のメタ言語表現に関する研究  佐々紘子

多義構造に関する中日対照研究  盛文忠
韓日リメイクドラマの会話文に見られるジェンダー

  -『미남이시네요』の同場面を中心に-  任炫樹
同性間·異性間の会話における<理解>と<同意·共感>
  -ポライトネスの観点からみる日韓差と男女差-    張允娥
한국인 일본어학습자의 JLPT 수준별, 활용상의 오용 정정의 분석과 활용  조남성
異なるジャンルにみられる類義語の違いについて



  -「やっと」「ようやく」を例として-  趙恩英
海外での日本語教育のあり方と今後の課題

  -韓国における日本語教育への提言-  トムソン木下千尋

▣ 제46집(2015.12.20. 발행)
일본어 부정의 명사술어문에 관한 사적고찰
  -『万葉集』『源氏物語』覚一本『平家物語』天草版『平家物語』를 중심으로-  김평강
丁寧体の談話における「のだ」の使用実態

  -日本語母語話者と韓国人日本語学習者の使用を中心に-  宮内桂子
「あらたし」と「あたらし」考
  -言語変化の視点から-  朴鍾升
ポライトネス理論からみた韓·中·日の言語行動の相互評価  李吉鎔
韓国人学習者における日本語アクセントの実相

  -母語の影響の観点から-  李範錫
한일 접촉 장면에 나타난「なんか」의 커뮤니케이션 기능  이은미
中断節における「から」「ので」の使用に関する一考察

  -日本語コーパスに見られる終助詞の有無による使用傾向について-  李惠正
韓国人日本語学習者のプレゼンテーションに対する日本語教師と

韓国人学習者による評価の観点の違い

  -探索的因子分析および確認的因子分析に基づいて-  全娟姝
취업률 제고를 위한 커리큘럼의 현장합치도 조사
  -일어일문학관련 전공의 파일럿 설문을 토대로-  정상미
オノマトペサセル形の意味用法について  趙南弼

▣ 제47집(2016.3.20. 발행)
메이지기 「です」에 관한 일고찰
  -구어체 문말 표현에 쓰인 용례를 중심으로-  박효경
韓·日言語の使役形·受身形のアクセント 孫在賢

グループ活動を取り入れた日本語授業の試み 

  -学生の活動評価を中心に-  辛銀眞
『大漢和辞典』의　邦訓 고찰  오미영·우추
産学官の専門家による日韓中協働遠隔日本語授業の試み

  -協定校間の事例を中心に-  大塚薫·王勇萍·林翠芳·斎藤麻子·若月祥子

対照研究に関する一考察

  -研究傾向と展望-  Lee, Duck-Young
動機づけおよび満足度向上を目的とした会話テスト「ショーケース」の開発·実践
  -短期大学の韓国人日本語学習者を対象として-  伊吹早耶香·栗飯原美智
常用漢字表　梗攝韻의 字音 분류  李相怡·李京哲
일한번역의 생략에 관한 연구
  -문법적 요소를 중심으로-  정하준

▣ 제48집(2016.6.20. 발행)
メール文の自動採点のための評価基準とタスク

  -タスクの達成の可否と必須語に焦点を当てて-  金蘭美



パラオ人の日本語に見られる談話の特徴

  -ターン交換時の発話を中心に-  斉藤敬太·磯野英治
名詞の場所性と「行く」「着く」「向かう」の関係性

  -容認度判断調査の結果を中心に-  申貞恩
日本語と韓国語の人称詞分布に関する一考察  小林直美
現代日本語と韓国語の語彙におけるカバー率について  張元哉
韓日男女大学生の「謝罪談話」の構造及び展開の特徴

  -ポライトネス理論の観点から-  鄭賢児
類義関係にある「だんだん」「徐々に」「次第に」の文体的特徴と

「ブログ」における使用状況について  趙恩英
発音指導実践における実習生と学習者のインタラクション

  -実習生の学びを中心に-  千仙永
空間名詞「中」の文法化に関する中日対照研究  黃小麗

▣ 제49집(2016.9.20. 발행)
日本語複合動詞の主観性とコロケ-ションに関する記述的研究

  -複合動詞「V＋こむ」を事例に-  金光成
韓国人日本語学習者の自己開示の研究

  -自己開示の発話内容を中心に-  吳睍榮
『레 미제라블』의 일한번역 고찰 
  -최남선의「歷史小說 ABC契」번역을 중심으로-  윤경애
接客者が時間を守らない場面に対する韓国語母語話者の

謝罪意識についての考察

  -日本人観光客が不満を抱いた事例から-  伊吹早耶香·大池森·中村有里
‘sleep’ 프레임 동사의 한·일 문화요소 비교  이준서
「サラリーマン川柳」に見る語彙表現と心象風景の一断面  伊藤貴雄
日韓混成グループによるオンライン協働活動を主軸とした   鄭惠先·菊池誠治·
課題解決型授業の試み  平山花菜絵·青木麻衣子
現代日本語の可能表現「N(ガ)デキル」と「eル·ラレル」の比較考察

  -意味的分布の比較を中心に-  古田陵子

▣ 제50집(2016.12.20. 발행)
韓国における日本語学習者のメール文の特徴

  -メール文の開始部と終了部の表現に注目して-  金庭久美子·金玄珠
韓国における日本語専攻大学生の就職活動の実態

  -キャリア教育としての日本語教育の役割をめぐって-  古賀万紀子
鹿児島方言の時間長に関する音響的特徴について  高慧禎
日本·韓国·中国の肯定的·否定的評価行動に関する対照研究  金庚芬·
  -大学生のアンケート結果に基づき-  関崎博紀·趙海城
テイル·テアル構文と有生性との関わり  金殷模
漢和辞書における江·宕攝韻字音規定の問題點  白惠英･李京哲
「らしい」の承接について

  -モダリティ、エヴィデンシャリティの枠内で-  王暁華
<共話>の出現状況の一考察

  -先行発話に対する聞き手の情報所有の観点から-   柳慧政



▣ 제51집(2017.3.20. 발행)
[특별기획] 韓国における日本語学研究の現状と展望(2015~2016年)
巻頭言 洪珉杓

音声・音韻研究の現状と展望  閔光準
文法研究の現状と展望 鄭相哲

語彙・意味研究の現状と展望 張元哉

語用論・社会言語学研究の現状と展望 李吉鎔

日本語史研究の現状と展望 康仁善

日本語教育研究の現状と展望 早矢仕智子

[연구논문]
小学校低学年児童の継承日本語運用能力について 

  -「話す力」と「読む力」の実態調査より- 川口慶子

인과관계에서 본「なければならない」의 의미 용법                    김혜연
한일간 호칭어의 대조연구
  - 집단 토크쇼 방송을 중심으로 -                           백이연· 박효경
複合動詞の成り立ちに見られるメタファー

  -構造的メタファーと方向的メタファーを中心に -         楊暁敏
『金色夜叉』의 한국어 번안에 나타난 변용양상 고찰                   윤경애
在中朝鮮人の日本語習得環境による語彙能力の変化

に関する計量的考察    黃永熙

▣ 제52집(2017.6.20. 발행)
[특별기획] 
韓国における日本語学研究の現状と展望(2015~2016年)
巻頭言 洪珉杓

音声・音韻研究の現状と展望  閔光準
文法研究の現状と展望 鄭相哲

語彙・意味研究の現状と展望 張元哉

語用論・社会言語学研究の現状と展望 李吉鎔

日本語史研究の現状と展望 康仁善

日本語教育研究の現状と展望 早矢仕智子

[연구논문]
小学校低学年児童の継承日本語運用能力について 

  -「話す力」と「読む力」の実態調査より- 川口慶子

인과관계에서 본「なければならない」의 의미 용법                    김혜연
한일간 호칭어의 대조연구
  - 집단 토크쇼 방송을 중심으로 -                           백이연· 박효경
複合動詞の成り立ちに見られるメタファー

  -構造的メタファーと方向的メタファーを中心に -         楊暁敏
『金色夜叉』의 한국어 번안에 나타난 변용양상 고찰                   윤경애
在中朝鮮人の日本語習得環境による語彙能力の変化

に関する計量的考察    黃永熙



▣ 제53집(2017.9.20. 발행)
[초청논문] 
日本語硏究におけるコンピュータ利用の一側面 荻野綱男

[연구논문]
日本と韓国の相手国·人·ことばに対する好感度及び形成要因について

                                  金庚芬, 崔宰栄, 関崎博紀, 姜錫祐, 梁吉錫, 國生和美, 金志姫
일본인에 대한 일본어학습자의 의미세계                                               김의영
KYコーパスの学習者談話における終助詞とノダ形式 梁乃允, 李吉鎔
韓国人日本語学習者の接続辞「と」の使用実態 梁婷絢

한·일 양국 여자 대학생 첫 만남 대화에 나타나는 칭찬행동                      이은미, 권경애
「尒斯智王」의 仮名 이지수


